
 

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

    

 
   

  

   
 

  

 

 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

1 月園だより 
２０２4 年 1 月 

尚徳福祉会 

沼袋西保育園 

園長 

 

☆1 月の予定☆ 
9 日（火） 避難訓練 

10 日（水） 乳児身体計測 

       サッカー教室（ゆり組） 

11 日（木） 幼児身体計測 

18 日（木） 0 歳児健診 

25 日（木） 5 園交流 

26 日（金） 世界を知ろう（ベルギー：幼児組） 

30 日（火） 0 歳児健診 

31 日（水） アート体験（ひまわり・ゆり組） 

※22 日、月曜日、英語であそぼう（幼児組） 

☆2 月の主な予定☆ 

1 日（木） 避難訓練 

2 日（金） 節分 

6 日（火） 乳児身体計測 

      交通安全大会（ゆり組） 

7 日（水） 幼児身体計測 

8 日（木） 0 歳児健診 

あおぞら安全教室（ひまわり・ゆり組） 

14 日（水） 3 歳懇談会 

15 日（木） 4 歳懇談会 

16 日（金） 5 歳懇談会 

20 日（火） ５園交流（ゆり組） 

22 日（木） 0 歳児健診 

※５日、19 日の月曜日、英語であそぼう（幼児組） 

☆お知らせ・お願い☆ 
 

〇年末に子どもたちがついたお餅で作った鏡餅・餅花を

園内に飾っております。新年も子どもたちが健やかに

過ごせますように。 

 

〇1/10（水）東京都サッカー協会よりコーチをお招き

して、ゆり組にサッカーの楽しさを教えていただきま

す。 

 

〇1/25（木）は 5 園交流です。ゆり組が近隣保育園の

年長児と交流し、小学校への期待を高めます。 

 

〇1/26（金）は世界を知ろう、ベルギー便を開催しま

す。対象は幼児組です。給食はベルギー料理となりま

す。 

 

〇1/31（水）は造形・絵画教室の講師の先生をお呼び

して４・５歳児を対象にアート体験を行います。自分

で自由に作って遊ぶ楽しい時間にしたいと思います。 

 

〇事務所前のアクリル扉が新しくなります。 

 

〇園内への食べ物の持ち込みは禁止しております。小

麦・卵・乳・ナッツアレルギーをお持ちのお子さんも

いらっしゃいます。安全のためにも持ち込みはご遠慮

下さい。 

 

〇都合や体調不良によりお休みをされる場合は、当日朝

9:30 までに連絡を下さいますようお願いします。 

新年 あけましておめでとうございます。 

 2024 年がスタートし、今年も楽しいことがたくさん起こりそうな、そんな期待感でいっぱいです。 

 いよいよ、今年度も締めくくりの学期となります。さまざまな行事や活動を通して、心も体も大きく成長し

た子どもたち、4 月には進級、ゆり組さんは小学校入学という大きな門出を迎えます。 

 2024 年も子どもたちひとり一人がのびのびと健やかに成長することを願い、職員一同、ていねいな保育

を心がけて参ります。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

小学校が楽しみになるように励まそう 

学校をこわがらせないで 

 入学が近くなると、親はどうしても子どもを言葉でおどしてしまう傾向があります。「学

校では、じっとすわっていなきゃいけないのよ」「先生にしかられるわよ」と繰り返し言い

がちです。でも、そんなことを言われたら、子どもは小学校がこわくなってしまうでしょ

う。 

 この時期の子どもは、意外なほど学校生活についてデリケートに感じています。幼稚園

に入園したときよりも、もっと感情が複雑になっているだけに、小学校入学は不安なので

す。「学校の先生ってこわいのかなぁ」「勉強するってどういうことなんだろう？」と不安

なのに、こわがらせるような言い方をしたら、ますます心が重くなってしまいます。 

 

学校が楽しみになるような話をたくさんしてやる 

 お母さんも、子どもの小学校入学を控えて不安かもしれませんが、そんな気配は見せず

に、「みんなが通っていて、なんとかなっているんだから、そんなに心配しないでいいわよ」

と言って安心させてあげましょう。「学校は楽しいんだよ。お友だちもたくさんいるよ」「勉

強が始まって、どんどん賢くなるんだよ」などと、夢のある話をしてあげてください。 

 子どもが入学する小学校の運動会や展覧会に連れていくのもいいでしょう。「学校ってお

もしろそうね」「お兄ちゃんになったら、あんなことができるんだね」と、学校が楽しみに

なるような会話をします。 

 長い人生において、幼児期のことは何度も思い出します。心の風景のようなものです。

幼児期には、「生きる勇気」となるような楽しい思い出をたくさんつくってあげて、そして

「その子らしさ」を認め、「私の感じ方ってすてきなんだ」と子どもが自分を肯定できるよ

うな自信を育てて、これから始まる小学校生活に送り出してあげたいものです。 

 

主婦の友社 3～6 歳 能力を伸ばす 個性を光らせる 

        東京大学名誉教授   汐見 稔幸 

 

 


